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土生みさお / 1, 2, 3 & 4 

HUB Music HUB-001 

価格 ¥3,000（税抜）、¥3,300（税込） 

発売開始日 2020 年 12 月 27 日予定 

レーベル HUB Music 

取扱い メタカンパニー 

JAN 4580049920034 

 

1. 十三の砂山 03:42 

2. 津軽じょんから節（旧節） 03:26 

3. 津軽じょんから節（中節） 05:57 

4. 津軽じょんから節（新節） 04:16 

5. 津軽じょんから節（新旧節） 04:42 

6. 鯵ヶ沢甚句 03:32 

7. 津軽小原節 05:37 

8. 津軽三下り 07:14 

9. 津軽あいや節 05:25 

10. 津軽よされ節 05:41 

11. 津軽あいや節（半音） 05:28 

12. 津軽じょんから節（中節） 05:10 

13. Amazing Grace 02:58 

14. 謙良節 04:07 

 

 

録音メンバー 

土生みさお Misao Habu  三味線、唄（Track #14） 

柳田冨士子 Fujiko Yanagida  唄（Track #3, #7, #8, #11, #12） 

白戸知也 Tomoya Shirato  唄（Track #2, #5, #6, #9, #10）  

水野詩都子 Shizuko Mizuno  唄（Track #4）  

高橋呼月 Kogetsu Takahashi 尺八（Track #1, #6） 

田辺三花 Mika Tanabe  太鼓（Track #1 ～ #12） 

伊藤せんべい Senbei Ito 鍵盤（Track #14） 

録音 Power House Studio 2020.09.09 ～ 09.18 

 

Producer：  土生みさお 

Recording Engineer： 有馬“Ali”英之、三澤隆一（Power House Studio） 

Mix and Mastering Engineer：  

有馬“Ali”英之（Power House Studio） 

Assistant Engineer： 尾子“ビッグマン”南都美（Power House Studio） 

Art Direction & Design: いちばけい （Zashiki Records） 

Stylist：  瑞姫 

Photography：  上本紀子、井上大輔、Each Bar Kei 
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Translation：  廣瀬はな 

Movie：   井上大輔 

撮影協力：  CREA BASE 

制作協力：  Zashiki Records、刈谷仁路志（株式会社下町通信社） 

 

 

 土生みさお「1, 2, 3 & 4」（ワン・トゥ・スリー・アンド・フォー） 

 

 津軽三味線土生みさおのファーストアルバムが遂に完成！ 

 数々の津軽三味線コンクールで優勝し、女性初の日本一の称号を獲得した土生みさおは、これ

まで正統派の津軽三味線奏者として活動を通じて、様々なメディアで注目されるとともに、幾多

の演歌歌手やアイドル、そして他楽器などとのコラボにより、テレビや舞台で活躍を続けている。 

 そして今回、自身初となる CDアルバムの制作にあたって、これまでの自分のキャリアの中で得

られたすべての技にもう一度挑戦するために、2020年 9月東京・パワーハウススタジオ（杉並区）

で 9 日に及ぶマラソンセッションを繰り広げた。本アルバムは、そのセッションの中から土生み

さおらしい素晴らしい演奏を 14曲収録したものである。また、アルバムタイトルの「1, 2, 3 & 

4」は、今回の録音で土生みさおを中心にソロ、デュオ、トリオ、そしてクァルテットでのセッシ

ョンを表現している。 

 このマラソンセッションには、これまで交流のある津軽民謡界を代表する奏者らが集うことと

なったが、注目は、御年 92歳の柳田冨士子の参加だ。これまでメジャーシーンでは殆ど知られて

いなかった彼女だが、17歳から津軽民謡の三上つる子の一座に参加し北海道を旅した経験を持つ。

そしてその喉から発せられる哀愁帯びた唄 5 曲は、このアルバムのハイライトでもある。ほかに

も水野詩都子、白戸知也、高橋呼月、田辺三花と土生みさおが津軽民謡の演奏家として尊敬する

奏者と織りなすセッションは、聞き所満載である。また、ラストの「謙良節」では、自身の声を聴

かせてくれる。 

そしてもう一つの注目は、やはり土生みさおの伴奏奏者としての津軽三味線の技と力量が詰ま

っていることだ。テレビや一般の音楽メディアでは、派手な撥捌きや力強さだけが注目されるこ

とも多い津軽三味線だが、本来は、長い歴史のある津軽地方で培われてきた津軽民謡を支える伴

奏楽器としての役割も重要だ。先人たちによって年輪のように工夫が積み重ねられてきた節や、

聞き手の心に迫る節を操る唄い手が、心を許し唄を委ね、時に煽り励ますことも伴奏者には求め

られる。それは個人技でありつつ、演奏ユニットの柱となる技量が必要である。 

今回のアルバム制作にあたって土生みさおは、「唄い手は、自分が唄いづらくても、それも含め

て全部背負わなければならない訳ですね。その唄い手の負担をどれだけ減らしてあげられるか、

唄いやすくしてあげるかというのが伴奏屋の務めで、楽器が鳴っていること自体は、プロとして

当たり前のこと。特に津軽三味線は、激しければいいというような風潮もあるが、うるさかった

ら音楽では無いですよね。」と語っている。津軽民謡の伴奏奏者として他の追随を許さない土生み

さおの面目躍如というべきアルバムだ。  

また、土生みさお本人が語る添付のブックレットの解説（英文付）も、演奏家の目線による第

一級の資料であり、こちらも注目してほしい。 

 

いちばけい（Zashiki Records） 
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参考 収録メンバー一覧 

Trk 曲名 収録メンバー 

1. 十三の砂山（ist） 土生みさお（三味線）、高橋呼月（尺八）、田辺三花（太鼓） 

2. 津軽じょんから節（旧節） 土生みさお（三味線）、白戸知也（唄）、田辺三花（太鼓） 

3. 津軽じょんから節（中節） 土生みさお（三味線）、柳田冨士子（唄）、田辺三花（太鼓） 

4. 津軽じょんから節（新節） 土生みさお（三味線）、水野詩都子（唄）、田辺三花（太鼓） 

5. 津軽じょんから節（新旧節） 土生みさお（三味線）、白戸知也（唄）、田辺三花（太鼓） 

6. 鯵ヶ沢甚句 土生みさお（三味線、掛声）、白戸知也（唄）、高橋呼月（尺八）、

田辺三花（太鼓）、水野詩都子（掛声） 

7. 津軽小原節 土生みさお（三味線）、柳田冨士子（唄）、田辺三花（太鼓） 

8. 津軽三下り 土生みさお（三味線）、柳田冨士子（唄）、田辺三花（太鼓） 

9. 津軽あいや節 土生みさお（三味線）、白戸知也（唄）、田辺三花（太鼓） 

10. 津軽よされ節 土生みさお（三味線）、白戸知也（唄）、田辺三花（太鼓） 

11. 津軽あいや節（半音） 土生みさお（三味線）、柳田冨士子（唄）、田辺三花（太鼓） 

12. 津軽じょんから節（中節） 土生みさお（三味線）、柳田冨士子（唄）、田辺三花（太鼓） 

13. Amazing Grace（ist） 土生みさお（三味線） 

14. 謙良節 土生みさお（唄）、伊藤せんべい（鍵盤） 

 

 

 

推薦のことば 

津軽を味わう 

山谷 工 

 

 津軽三味線日本一決定戦は日本一が誕生しない年もあるという厳しい大会で、土生みさおは第

七回大会の日本一である。その表彰状には『津軽の匂いあふれる見事な撥さばきを披露』と書か

れている。 

 名人と呼ばれているねぶた師に、これまでの作品の中でどのねぶたが最も良かったか、と訊い

たことがある。名人は『最初に作ったねぶたが一番。それには総ての想いが込められているから』

と応えた。 

 土生も初のＣＤを出すに当っては、津軽と格闘してきた様々な想いを込めているのに違いない。

厚く垂れこめた雲、平原を這う地吹雪、赫っと照りつける真夏の太陽。白川軍八郎、木田林松栄、

福士政勝、高橋竹山。三味線の先人達も津軽と格闘しながら自分の音楽世界を築きあげてきたの

である。 

 と思いながら郵便で届いたＣＤをかけた。前弾きの時すでに津軽の匂い溢れる唄が聞こえる予

感がする。確かにそうだ。唄い手は土生の三味線に煽られながら、味のある声で唄いあげる。 

 途中まで聴いて、はたと気が付いた。土生は格闘しているのではない、三本の糸で津軽を味わ

い、津軽を楽しんでいるのだと。 

 雪の中をスキップで進んで来る土生の笑顔が浮かんできた。  

（津軽三味線日本一決定戦事務局長） 
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土生みさおプロフィール 

 

千葉県 習志野市 出身 

◆ 5 歳より津軽三味線、民謡を習い始める。 

7 歳より津軽三味線を五錦流家元 五錦竜二氏に師事、8 歳より唄を錦美会 佐藤美恵子氏に師

事。その後「津軽三味線」をメインに活動を展開。 

'91 年 NHK 邦楽オーディションに合格。 

'94 年雑誌「みんよう春秋」Vol.96 の表紙の人となる。 

'95 年 NHK 邦楽技能者育成会 40 期卒業。「阪神淡路大震災のチャリティーショー」の主催や、

数々の公演会出演など、精力的に演奏活動を行う。 

'97 年にはインド独立 50 周年記念式典に『日印文化交流大使』として、ニューデリーやカルカ

ッタ、ムンバイなど、インド国内各地で公演。 

 

◆ 一方、芸能活動とは別に、大学卒業後にレコード会社「ポリスター」に入社。レコード制作に

携わる。当時の人気アイドルグループ「WINK」の担当スタッフとして、国内・海外を飛び回

る生活を送る。退社後フリーとなり、元 TV 番組プロデューサーや映像クリエーターとのコラ

ボレーションに参加、子供向け PC ソフトの企画・制作などを手がける。 

 

◆ '10 年第 4 回 津軽三味線日本一決定戦津軽三味線全国協議会 日本一の部 準優勝、'12 全国津

軽三味線コンクール大阪大会大賞の部 優勝、'13 第 16 回 津軽三味線コンクール全国大会((財)

日本民謡協会 主催)独奏＜一般の部＞ 優勝、第 7 回 津軽三味線日本一決定戦津軽三味線全国

協議会 日本一の部で女性初日本一を受賞。 

 

◆ '13 年雑誌「みんよう春秋」Vol. 212 の表紙の人と再びなる。 

◆ '13 年津軽三味線 Dois『HAZUKI』を高橋孝(二代目藤田淳一)と結成。 

◆ '14 年、'15 年と津軽三味線 Dois『HAZUKI』としてワシントン D.C.の『桜まつり』に連続出

演。'16 年には全米桜祭りの開会式典に出演。 

◆ '15 年 4 月中国・上海モーターショーの MAZDA ブースにて演奏。7 月 キンカン（株式会社 

金冠堂）の TVCM「2015 年 かゆみの殿様篇」とラジオ CM「2015 年 しずまれ篇」で三味線

を演奏。 

◆ '15 年より、岩崎廉氏率いる Orchestra de “R”のメンバーとなる。 

◆ '16 年 9 月～’17 年 3 月まで明治座「SAKURA-JAPAN IN THE BOX-」（計 93 公演）にオリ

ジナルメンバーとして出演。 

◆ '18 年 2 月 全国青森県民謡コンクール 大阪大会 「津軽じょんから節」の部（唄）にて準優

勝、同「津軽三下り」の部にて、準優勝、青森県民謡の部にて準優勝、尺八の部にて三位を受

賞。7 月 NPO 法人 青森民謡協会 第 32 回青森県民謡民舞全国大会において、日本郷土民謡

協会賞を受賞。 

◆ '19 年 6 月より、山中一平氏に「河内音頭」を師事。8 月「第 38 回すみだ錦糸町河内音頭大盆

踊り」に出演。 

 

現在 正統派津軽三味線演奏家として津軽民謡・ソロ演奏のみならず、演歌、アイドル、他楽器と

のコラボレート、CD 製作、国内外でのライブ活動の他、若手育成にもあたる。 
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■ウェブサイト 

津軽三味線土生みさお https://habumisao.wixsite.com/home 

YouTube HUB Chanel  

https://www.youtube.com/channel/UCliCHym4YL01GJ6cg5HMUaw 

 

 

 

 

https://habumisao.wixsite.com/home
https://www.youtube.com/channel/UCliCHym4YL01GJ6cg5HMUaw

